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自 平成２８年 ４月 １日 

至 平成２９年 ３月３１日 

 

公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学 

 

 



（単位：千円）

予算額 決算額 差額
（決算－予算）

備考

収入

運営費交付金収入 850,000 771,023 ▲ 78,977 （注１）

補助金収入 5,333 18,246 12,913 （注２）

学生等納付金収入 563,957 657,730 93,773 （注３）

財務収入 80 3 ▲ 77

雑収入 9,300 20,204 10,904 （注４）

受託研究費等収入 5,330 60,130 54,800 （注２）

寄附金収入 0 15,315 15,315 （注２）

計 1,434,000 1,542,651 108,651

支出

教育経費 123,758 122,978 ▲ 780 （注５）

研究経費 45,608 52,972 7,364 （注６）

教育研究支援経費 38,014 34,804 ▲ 3,210 （注５）

受託研究費等 5,330 60,130 54,800 （注６）

寄附金 0 7,745 7,745 （注６）

人件費 596,820 608,751 11,931 （注７）

一般管理費 594,470 532,288 ▲ 62,182 （注８）

予備費 30,000 0 ▲ 30,000

計 1,434,000 1,419,668 ▲ 14,332

0 122,983 122,983

〇予算と決算の差異について

（注１） 学生等納付金収入の増加等により、７９百万円減少しました。

（注２） 外部資金獲得に努めたことにより、８３百万円増加しました。

（注３） 平成28年度入学生に係る入学金について学校法人東京理科大学より移管されたこと等により、

９４百万円増加しました。

（注４） 公立化に伴い食堂等光熱水費の徴収を開始したこと、山陽小野田市への職員出向に伴う

負担金の収入等により、１１百万円増加しました。
（注５） 学生経費、教育研究関連運営費に要する支出の削減により、４百万円減少しました。
（注６） 外部資金獲得額の増加に伴い、７０百万円増加しました。
（注７） 教員の欠員補充により、１２百万円増加しました（教授，准教授及び講師　各１名）。
（注８） 大学運営管理費の節減により、６２百万円減少しました。

〇損益計算書と決算報告書の集計区分の差異について
（１） 損益計算書では、人件費は役員人件費、教員人件費及び職員人件費に計上されていますが、

決算報告書では、財源により教育研究経費、人件費、一般管理費等に計上されています。
（２） 損益計算書では、寄附金及び間接経費を財源とする費用は業務費の各区分に計上されて

いますが、決算報告書では、寄附金及び受託研究費等に計上されています。
（３） 損益計算書では、授業料等の減免額は教育経費の奨学費として計上していますが、

決算報告書では、学生等納付金収入から控除しています。
（４） 決算報告書では、固定資産の取得のために支出した額を計上していますが、減価償却費は

計上していません。

区分

平成28年度　決算報告書

公立大学法人山陽小野田市立
山口東京理科大学

収入　－　支出
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